
１．道路整備計画

２．市道路整備状況

建設課 土木係

３．公共土木施設災害発生状況
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平成17年9月1日、旧西根町・松尾村・安代町の3町村が合併して八幡平
市が誕生し、令和６年度で２０年目を迎えています。
本市の道路整備事業は、これまで主要幹線市道や住民生活に密着した市道

について、合併前の計画を受け継ぎ実施してきましたが、現在、合併後課題
となっていた幹線などの整備に一定の目処がついてきたところです。
このことから、今後、整備すべき市道の位置付けを明確にするとともに、

各路線の整備優先度を検討し、より効率的・効果的な事業推進に取り組むた
め、市の管理道路を対象とした「八幡平市道路整備計画」を平成26年度
（平成27年2月12日）に策定しております。

尚、市の管理する道路は、令和５年度末現在で、権限移譲県道の内、主要
地方道1路線、一般県道5路線、市道（一級６６路線・２級６６路線・その
他８７４路線）100６路線の全路線数1,0１２路線です。

１．八幡平市道路整備計画とは

1-1. 計画策定の背景と目的
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道路整備計画 土木係



本計画は、八幡平市総合計画 後期基本計画の基本目標である「自然と共生
する快適な住環境のまちづくり」のもと「社会基盤の整備」の中で計画策定
が位置付けられており、最も身近で住民生活と密着した市道の整備について、
各行政計画と整合を図り、市の総合的な計画として展開するための基本的指
針となるものです。
本計画により、今後整備すべき市道の位置付けを明確にするとともに、各

路線の整備優先度を検討し、道路整備の透明性と効率性を保ちながら、市内
の地域間の連携強化を図り、利便性、安全性の向上を図るため整備を進めて
いきます。

1-２. 計画の位置付け
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道路整備計画 土木係



1-3. 計画策定方針
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次の流れに沿って道路整備計画の策定をしております。

5. 道路整備方針

6. 対象路線の選定

1. 八幡平市道路整備計画とは

10. 道路整備計画図

2. 上位計画

3. 現況の整理

4. 道路整備の目標

道路整備の目標

7. 対象路線の課題

9. 整備優先度

8. 対象路線の評価

整備優先度

道路整備計画 土木係



1-4. 計画期間

計画期間は、平成27年度～令和１6年度の20年間とし、5年を目安に整備

優先度等の見直しを行います。

本計画は、社会情勢の変化や道路整備の進捗など道路整備に関わる状況に

応じた計画となるため、計画後、5年を目安に整備優先度などの見直しを行う

と共に、前期から後期への移行時には整備促進状況の検証等により計画全体

の見直しを行う事としており、令和6年度が見直しの時期となっております。

図 計画期間

次期計画計画期間 20年

H27 R16R6 R7（前期） （後期）

前期から後期へ移行時に
計画全体の見直し

整備優先度等

約5年で見直し

短期整備 中・長期整備

整備優先度等

約5年で見直し

短期整備

短期整備

短期整備
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道路整備計画 土木係



１．市道整備の状況
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市道の整備状況は、八幡平市道路整備計画に基づき、整備優先順位、地域要望、継続

事業等の状況を検討し、計画する全路線数６８路線の内、完了路線が８路線、施工中が

13路線、検討中が４7路線となります。

現在、施工中の事業は下記のとおりです。 令和５年度末現在の整備状況

市道整備状況 土木係

1 市道山子沢線整備事業（大更小学校側及び東大更小学校側） 大更 歩道整備　L=1,670ｍ 社会資本整備総合交付金事業 施工中

2 大更駅西口駅前広場整備事業 大更 融雪機器設置　一式 社会資本整備総合交付金事業 施工中

3 市道森合線外整備事業 大更 拡幅、歩道整備　L=1,480m 社会資本整備総合交付金事業 施工中

4 市道鴨志田線整備事業 安代 拡幅、歩道整備　L=2,250ｍ 社会資本整備総合交付金事業 施工中

5 市道永持１号線整備事業 平舘・松尾 拡幅、歩道整備　L=1,500ｍ 社会資本整備総合交付金事業 施工中

6 市道十二林線整備事業 田頭 改良舗装　L=440ｍ 施工中

7 市道スマートインターチェンジ上り線・下り線整備事業 星沢・細野
上り線：改良舗装160+100＝160ｍ
下り線：改良舗装200+130＝330ｍ

スマートインターチェンジ整備
事業

施工中

8 市道椛沢線整備事業 平舘 改良舗装　L=460ｍ（橋40ｍ） 施工中

9 田山パーキング緊急流入路・退出路整備事業 田山
上り線：改良舗装L=20.0ｍ
下り線：改良舗装L=44.0ｍ

社会資本整備総合交付金事業 施工中

10 市道牧野線整備事業 平笠 改良舗装L=2.370ｍ 施工中

11 市道松森山後谷地線整備事業 大更
道路拡幅L=270ｍ
水路整備L=250ｍ

施工中

12 市道南北支線整備事業 松尾寄木 改良舗装L=590ｍ 社会資本整備総合交付金事業 施工中

13 市道大更駅東線整備事業 大更 改良舗装L=300ｍ（中央～赤森） 施工中

八幡平市道路整備状況

№ 事業名 事業個所 事業内容等 国の補助事業名称 整備状況
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市道山子沢線整備事業(大更小学校側）

◆事業経緯・課題
令和５年度は、市道山子沢線の改良済み区間からＬ＝１００ｍの車道及び歩道の改良工事を実施しております。

◆令和６年度の事業概要
改良延長 Ｌ＝６０ｍ、街路灯移転補償 1本

市道整備状況 土木係
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市道山子沢線整備事業(旧東大更小学校側）

◆事業経緯・課題
令和５年度は、道路改良に伴う河川の切替工事をＬ＝４２ｍ実施しております。

◆令和６年度の事業概要
未改良区間の修正設計（路盤構成修正及び線形検討）Ｌ＝１９０ｍ

市道整備状況 土木係
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市道鴨志田線整備事業

◆事業経緯・課題
令和５年度は、安代診療所脇の歩道整備（排水路設置）をＬ＝８５ｍを実施しております。

◆令和６年度の事業概要
歩道整備Ｌ＝８０ｍ

安代診療所

市道整備状況 土木係



市道永持１号線整備事業

◆事業経緯・課題
令和５年度は、ＪＲ花輪線の新設踏切の詳細設計を実施しております。

◆令和６年度の事業概要
市道永持1号支線の修正設計（路盤構成修正と踏切詳細設計に伴う計画修正）Ｌ＝４０ｍ、不動産鑑定業務(３地目）

市道整備状況 土木係
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４ブロック
Ｒ３実施

２ブロック
Ｒ５実施

１ブロック
Ｒ４実施 ２ブロック

Ｒ６実施
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市道南北支線整備事業

◆事業経緯・課題
令和５年度は、市道又架線の道路詳細設計（L=160.0m）、 畦畔設置工事（Ｌ＝75ｍ）、 不動産鑑定業務1.0式 用地買

収を実施しております。

◆令和６年度の事業概要
市道又架線の改良舗装工事Ｌ＝１６０ｍ

市道整備状況 土木係

４ブロック
Ｒ３実施

２ブロック
Ｒ５実施

１ブロック
Ｒ４実施 ２ブロック

Ｒ６実施
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田山パーキング緊急流入路・退出路整備事業

◆事業経緯・課題
令和５年度は、工事に向けてＮＥＸＣＯと協議及び各種協定書締結を行い、工事は、ＮＥＸＣＯが既に発注している工事（Ｒ
５年度から令和６年度まで実施）に負担金として支払いを行っています。

◆令和６年度の事業概要
改良工事費負担金、電力柱移転補償２本、機構の土地購入費

田山ＰＡ 下り線

田山ＰＡ 上り線

市道整備状況 土木係
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市道森合線整備事業

◆事業経緯・課題
令和５年度では、地権者交渉に伴う道路修正設計、物件調査算定、用地買収、物件補償、配水管移設設計、工事発注を
実施しています。

◆令和６年度の事業概要
旧国道２８２号側の一部改良工事Ｌ＝１００ｍ、道路修正設計Ｌ＝７００ｍ、水道施設及びＮＴＴ柱の移転補償一式

一部道路改良工事 Ｌ＝100ｍ

市道整備状況 土木係
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市道松森山後谷地線整備事業

◆事業経緯・課題
令和５年度は、用水路整備Ｌ＝６０ｍを実施しております。

◆令和６年度の事業概要
用水路整備工事Ｌ＝２０ｍ、ＮＴＴ柱移転補償一式

市道整備状況 土木係
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市道十二林線整備事業

◆事業経緯・課題
令和５年度は、他事業間調整により整備は実施しておりません。

◆令和６年度の事業概要
改良延長Ｌ＝１００ｍ、修正設計業務（路盤構成修正）一式、水道施設移設補償費一式

市道整備状況 土木係



33

市道牧野線整備事業

◆事業経緯・課題
令和５年度では、令和4年度の完了位置から上坊牧野監視舎付近までの拡幅改良を実施し、令和４年度に拡幅改良を
実施した分も含めて全面舗装を実施しています。

◆令和６年度の事業概要
拡幅改良延長Ｌ＝４４０m

市道整備状況 土木係
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八幡平スマートＩＣ整備事業

◆事業経緯・課題
令和４年９月２２日に連結許可となり、令和５年３月２２日で整備に係る基本協定及び細目協定の締結を行った。令和５年
４月中に年度協定書を締結し、事業に着手しております。
令和５年度では、上下線の市道から料金所までの範囲と一部側道等の詳細設計（路線測量・地質調査・道路詳細設計、
一部境界測量）と、インター線への右折レーン設置の為、市道星沢前森山線の詳細設計（交差点詳細設計）を実施しまし
た。

◆令和６年度の事業概要
スマートＩＣの計画地全体(上下線）の用地測量、物件等調査を実施します。

市道整備状況 土木係
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県代行事業（市道椛沢線整備事業）

◆事業経緯・課題
当該箇所の整備に伴い、一級河川赤川に架かる橋梁工事は、県代行により令和４年度から実施しております。
橋梁工事は、令和７年度完了の計画で進めており、市道整備については、令和８年度から事業着手を予定し、全線完了
後旧橋の撤去となります。

◆事業概要
改良延長Ｌ＝500.0ｍ、うち橋梁工事はＬ＝40.0ｍ 施工後既設橋梁の撤去

八幡平市役所

橋梁工事(県代行工事】

市施工

市道整備状況 土木係



１．公共土木施設災害復旧事業とは

土木係公共土木施設災害発生状況

災害復旧事業は、公共土木施設災害復旧事業費国庫負担法によって定められており、その法律上において
「地方公共団体の財政力に適応するように国の負担を定めて、災害の速やかな復旧を図り、もって公共の福
祉を確保すること」を目的としています。
公共土木施設の維持・管理は原則、地方公共団体等の施設管理者が行うべきとされていますが、一定以上

の災害においては財源調達が困難であることは明らかであり、早期復旧を期することができません。このた
め、異常な天然現象により被災した公共土木施設の復旧にあたっては、地方公共団体の財政力に適応するよ
うに効率な国庫負担を行い、その速やかな復旧を図ることとしています。

短時間強雨の発生回数の増加や台風の大型化等、既に温暖化の影響が顕在化しており、今後さらに気候
変動により水災害の激甚化・頻発化が予測されています。
近年、全国各地で毎年のように大規模な水害が発生し、甚大な人的被害や経済損失をもたらしており、

令和元年度の水害被害額は統計開始以来最大の2兆1,800億円となっています。

２．気候変動による水災害の激甚化・頻発化

３．八幡平市における過去5年間の災害発生状況

1件

0件 0件 0件

3件

0件 0件 0件 0件

1件

0件

1件

2件

3件

4件

平成３０年度 令和１年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度

公共土木施設災害発生件数（道路・河川別）

道路 河川 36

〇令和５年度は、公共土木施設災害は発生しておりません
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• 令和４年７月５日豪雨災害

• 曲田地区 準用河川打田内川(河川災害）

令和４年８月3日豪雨災害

兄川地区 一級河川兄川(道路災害）

兄川

兄川

兄川

打田内川

４．令和４年度 被災状況

公共土木施設災害発生状況 土木係

荒屋観測所 時間雨量３６㎜ 荒屋観測所 時間雨量81㎜

市道兄川支線

市道兄川支線

市道兄川支線市道横間線

耕作地(水田）

耕作地(水田）


